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ウレア アルギニン LYO2                                  

Urea Arginine LYO2

泌尿器生殖器からのマイコプラズマの検出 

用途 
ウレア アルギニン LYO2は、泌尿生殖器検体からのマイコ

プラズマを検出するための液体培地です。 

 

原理 
本ブロスには、マイコプラズマの生育に最適な条件（pH、基

質、いくつかの発育因子関連物質）が含まれています。 

液体培養陽性の場合、ブロス中に含まれる特殊な基質（U. 

urealyticumのための尿素、M. hominisのためのアルギニ

ン）が利用され指示薬であるフェノールレッドが pH の上昇に

より変色します。 

３つの抗菌剤と１つの抗真菌剤の組み合わせにより、検体中

の雑菌の影響を抑制します。 

注 意 ：  以 前 の U.urealyticum は 、 U.parbvum と

U.urealyticumの 2種に分けられました。本品を用いるときは、

Ureaplsma spp としてまとめられ、略号では Uu として表記さ

れます。 

 

キット構成 
 

REF42508 25 回用 

試薬（R1）：ブロス 3.1mL×25本 

試薬（R2）：凍結乾燥品 1mL×25本 

 

組成とキットの再溶解 
 

試薬（R1）：  

安定性の良い栄養成分を含んだブロス。各バイアルに

3.1mL入り。 

ほとんどのグラム陽性菌とグラム陰性菌の発育を抑制し、試

薬（R2）の再溶解に使用します。 

 

試薬（R2）： 

ウレア－アルギニンブロス 1mLの凍結乾燥物。試薬（R1）を

3mL加えて再溶解します。 

再溶解後の組成は以下の通りです： 

 

組成（R1+R2） 

理論値 

性能を確保するため、若干変更される場合があります。 

精製水中の組成（g/L） 

ミートペプトン（ブタ） ................................................ 8 

カゼインペプトン（ウシ） ........................................... 8 

酵母エキス ............................................................. 4 

塩化ナトリウム ........................................................ 3.5 

アルギニン塩酸塩 ................................................... 5 

システイン塩酸塩 .................................................... 0.1 

尿素 ....................................................................... 1 

フェノールレッド ....................................................... 0.05 

ポリバイテックスミクスチャー.................................... 10mL 

ウマ血清 ................................................................ 100mL 

抗生物質混合液 ..................................................... 10mL 

pH6.3* 

*ウレア アルギニン LYO2の pHは時間経過により 6.0程度まで

低下することがあります。この pH低下はいかなる場合も製品の性能

に影響ありません。 

 

必要な器材 

 検体採取用スワブ 

 ピペット 

 ふ卵器 

 

追加試薬 
 A7 マイコプラズマ寒天培地（品番 43003） 

 

使用上の注意 
 in vitro 試験、微生物試験にのみご使用下さい。 

 熟練者がご使用下さい。 

 本製品は動物由来の原料を含みます。由来に関する知

識、由来動物の衛生状態は感染性のある病原体がいな

いことを保証するものではありません。したがって、これ

らは潜在的に感染の可能性があるものとして、充分注意

の上お取り扱い下さい（摂取または吸入しないで下さ

い）。 

 全ての検体、培養物および検体を接種した製品は感染

性があるものとして適切にお取り扱い下さい。被検菌の

無菌操作および通常操作の留意事項は以下のガイドラ

インをご参照下さい。安全ガイドライン： CLSI M-29A, 

«Protection of Laboratory Workers from 
Occupationally Acquired Infectious ; Approved 
Guideline – Current Revision»  操作留意事項： 

Biosafety in Microbiological and Biomedical 

Laboratories －CDC/NIH－Latest edition、または

各国の規制ガイドラインに従って下さい。 

 有効期限切れの製品は使用しないで下さい。 

 包装の破損した製品は使用しないで下さい。 

 使用前に、バイアルキャップの存在を確認して下さい。 

 使用前に試薬を室温に戻して下さい。 

 濁りのあるバイアルは使用しないで下さい。 

 本培地は取扱い説明書に記載されている操作方法に従

って使用して下さい。操作方法を変更すると結果に影響

を及ぼすことがあります。 

 試験結果の判定の際には、患者の履歴、検体の由来、

コロニー形態や検鏡結果、および必要に応じて行った他

の試験結果を考慮に入れて下さい。 

 

貯蔵条件 
 有効期限まで、2-8℃で箱の中で保管して下さい。 

 

検体（採取と準備） 
 本キットは下記の検体を使用することができます： 

－尿道分泌物 

－膣分泌物 

マイコプラズマは粘液細胞に高い親和性を有しているた

め、出来るだけ多くの細胞を採取し、粘膜を十分にこすり

落とすことが重要です。カルシウムアルギネート材、ダク

ロン、又はポリエステルのスワブは、抑制効果の可能性

があるので、避けて下さい（7）。 

－精液 

 その他の検体（尿 etc.）を使用する場合は、状況に応じ

て使用者による結果の確認が必要です。 

抗生剤投与前に検体を採取して下さい。 

他の微生物によるコンタミネーションを防ぐため、操作の標準

化を行なって下さい。 

 

また、GLPによりマイコプラズマの検出に適切な検体採取を

行ってください。 
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使用法 

検体採取： 

1. マイコプラズマ R1 のバイアルを室温に戻します。 

2. 検体採取後、速やかに R1溶液にスワブまたは液状検

体（200μL）を懸濁します。 

 

バイアルの処理： 

 検体を接種したマイコプラズマ R1溶液を遮光し、迅速

に検査室に輸送します。 

 検体の保存温度と最長保存時間は以下の通りです： 

温度 18～25℃ 2～8℃ 

検体接種後の 

R1溶液の最大保存時間 
5時間 48時間 

これらの保存条件が満たされない場合、結果に悪影響を及ぼ

すことがあります。 

 

培養準備： 

 検体接種したマイコプラズマ R1溶液を混和し、3mLを

マイコプラズマ R2のバイアルに移します。 

 ボルテックスミキサーで攪拌し、凍結乾燥基質を完全に

溶解させます。 

 

培養： 

 ウレア アルギニン LYO2ブロス（マイコプラズマ R1 

+マイコプラズマ R2）を 36℃±2℃で 48時間培養しま

す。 

注意：試薬マイコプラズマ R1 に検体を接種後、すぐに試薬マ

イコプラズマ R2 を溶解させた場合、ウレア アルギニン 

LYO2 ブロス（R1+R2）は培養まで 2～8℃で 48 時間保存で

きます。 

 

推奨 

ウレア アルギニン LYO2 ブロスの最良の結果を得るため

に、次の手順で行うことが重要です： 

 検体接種されたマイコプラズマ R1溶液 3mLをマイコプ

ラズマ R2のバイアルに移します。 

 培養時間を守って下さい。 

 品質を確保した試薬を使用して下さい：有効期限と保管

条件をチェックして下さい。 

 

判定 
24～48時間培養後、ウレア アルギニン LYO2の色調変化を

観察します。 

 

 

陰性 

陽性 

（Ureaplsma spp (以下Uu)および

/またはM.hominis (以下Mh)） 

ブロスの 

色調変化 
黄色 

オレンジ～赤色 

 

Uu：透明なブロス（培地中でスワブが拡

散することにより、わずかに濁りが観察

されることがあります） 

 

Mh：わずかに濁ったブロス 

注意：ブロスが混濁している場合は判定不能です 

 

品質管理 
培地の発育支持能は、下記菌株を用い微好気環境で試験で

きます： 

Ureaplasma parbvum (Ureaplasma urealyticum亜型 1)

 ATCC 27813/7亜型 1 

 

プロトコール： 

 凍結乾燥保存菌株をウレア アルギニン LYO2ブロス

中で培養します。 

 十分な発育が得られるまで 36℃±2℃で培養します

（「判定」の項を参照して下さい；注意, 4時間培養後ブロ

スが変色することがあります）。 

 培養液を新しいバイアルのウレア アルギニン LYO2

ブロスで 1/30に希釈します（A）； 

Aを新しいバイアルのウレア アルギニン LYO2ブロス

で 1/100に希釈します（B）； 

Bを新しいバイアルのウレア アルギニン LYO2ブロス

で 1/100に希釈します（C）； 

 A、B、Cのブロスを 36℃±2℃で培養します。 

 Ureaplsma sppが発育した最大希釈のバイアルを選択

し、生理食塩水で連続希釈します（1/100, 1/1000, 

1/10000）。  

 各希釈液を 0.2mLずつ 3本の新しい R1に接種し、混

和します。 

 3mLをR2の各バイアルに移します。凍結乾燥物が完全

に溶解するまで混和します。 

 36℃±2℃で培養します。 

 

結果： 

 24時間以降、両バイアルのうち少なくとも 1本のバイア

ルが赤く変色するかどうか確認します。 

注意： 意図した培地の使用を考慮して適切な規制に従い、

品質管理を実施して下さい（例、頻度、菌株の数、培養時間

等）。 

 

留意事項 
 48時間培養以前に培養陰性判定をしないで下さい。 

 ウレア アルギニン LYO2は定性試験です。鑑別および

生菌数測定にはA7 マイコプラズマ寒天培地を使用して下

さい。 

 

性能 

 
菌株使用における性能 

U.urealyticum とM.hominis の 8つの混合液と同様にマ

イコプラズマの純培養菌株 24株を 2つに希釈接種した時、ど

の希釈液も１つは陽性となりました。 

さらに、泌尿器系に関連する菌のうち代表的な 28株を R1ブ

ロスに接種しました（200μLバイアル）。これら 28株のうち、

3株のウレアーゼ陽性株が>108CFU/mLウレア アルギニン 

LYO2ブロス（R1+R2）に接種した場合に偽陽性結果を示し

ました。 

 

外部検討 

外部検討では、98検体（ほとんどが子宮頸管内膜、尿道、精

液検体）が使用され、下記のような結果が得られました： 

 
検体数 

ウレア アルギニ

ン LYO2の結果 

Uu陽性 39 39 

Uu+Mh陽性 7 7 

陰性 52 52 

 

廃棄処理 
使用の有無にかかわらず、他の汚染廃棄物とともに、感染の

危険性のある物質の廃棄方法に従い廃棄して下さい。 

廃棄産物や流出産物は使用施設の責任の元、それぞれの性

質や危険性の度合いに応じて適切な規制に従い廃棄して下

さい。 
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記号 
 

記号 内容 

 REF  品番 

 
製造元 

 
保管温度 

 
使用期限 

 LOT  ロット番号 

 

i 
 

添付文書を参照 

 

X 

   
<ｎ>回分の試験を含む 

 

 
（問い合わせ先） 

製品関連 

シスメックス株式会社 CSセンター 

臨床（病院、臨床検査センターなど） TEL: 0120-265-034 

産業（企業、保健所など） TEL: 0120-022-328 

 

注文・納期・在庫関連 

シスメックス・ビオメリュー株式会社  

TEL: 03-6834-2669（代表） 


